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成分名 アンソッコウ 

英 名 Benzoin 

CAS No. 119-53-9 

収載公定書 日局   ＥＰ   ＵＳＰ 

A TOXNET DATABASE https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/119-53-9 

 

【投与経路】一般外用剤 

【用途】 防腐剤、保存剤 

 

 単回投与毒性 

該当文献なし 

 

 反復投与毒性 

該当文献なし 

 

 遺伝毒性 

試験 試験系 濃度 結果 文献 

復帰突然変異 
  
  

ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌 
(TA102) 

1-5000 μg/plate (±S9) 陰性  Baker et al. 1985 2) 

ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌 
(TA97, TA98,  
TA100, TA102) 

32-1000μg/plate(±S9) 陰性 Baker et al. 1985 2) 

ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌 
(TA98, TA100, 
TA1535, 
TA1537, TA1538) 

50-5000μg/plate(±S9) 陰性 Rexroat et al. 1985 10) 

不定期 DNA 合成 ﾗｯﾄ肝細胞 0.001-10 mM (-S9) 陽性 Glauert et al. 1985 3) 

遺伝子突然変異 
  
  
  
  
  

ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾊﾑｽﾀｰ CHO
細胞 

10-500 μg/mL (-S9) 陰性 Oberly et al. 1990 9) 

  2.5-250 μg/mL (+S9) 陰性   

ﾏ ｳ ｽ ･ ﾘ ﾝ ﾌ ｫ ｰ ﾏ 
L5178Y 細胞 

300-900 μg/mL (±S9) 陰性 Lee et al. 1985 7) 

ﾏ ｳ ｽ ･ ﾘ ﾝ ﾌ ｫ ｰ ﾏ 
L5178Y 細胞 

1-500 μg/mL (-S9) 
0.1-10 μg/mL (+S9) 

陰性 
陽性 

Oberly et al. 1985 9) 

ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾊﾑｽﾀｰ V79
細胞 

250-3000 μg/mL (-S9) 
250-3000 μg/mL (+S9) 

陰性 
陽性 

Lee et al. 1985 7) 

ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾊﾑｽﾀｰ V79
細胞 

100-300 μg/mL (-S9) 
100-400 μg/mL (+S9)  

陰性 
陽性 

Kuroda et al. 1985 6) 

 

 癌原性 

① 雌雄 B6C3F1 系マウスに，2500 及び 5000 ppm 濃度のベンゾインを含む飼料を 2 年間供与した結果，が

ん原性を示唆する結果は認められなかった。8) (NCI/NTP, 1980) 

② 雌雄 F344 系ラットに 250 及び 500 ppm 濃度のベンゾインを含む飼料を 2 年間供与した結果，がん原性

を示唆する結果は認められなかった。8) (NCI/NTP, 1980) 
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 生殖発生毒性 

該当文献なし 

 

 局所刺激性 

該当文献なし 

 

 その他の毒性 

該当文献なし 

 

 ヒトにおける知見 

最小致死量 (ヒト): 0.5-5.0 g/kg (Gosselin et al. 1976 4))  
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